H22年度4月大阪MSW協会理事会議事録　HP掲載

平成22年度4月　　理事会議事録

１．事務局

（１）会員異動報告及び連絡事項（別紙参照Ａ4＊4枚）
◇入会：准専門会員5名、賛助会員・個人1名、学生2名、計8名。

◇変更：専門会員15名、准専門会員3名、賛助会員・団体2名、計20名。

◇退会：専門会員9名、准専門会員10名、一般会員1名、賛助会員・個人1名、計21名。

・一般会員の2年未納者について、退会承認はするが、2年分の会費は請求する。

◇連絡事項

・全国MSW協会会長会よりの会員状況報告依頼の件　→　社会福祉士資格取得者のデータ「無し」とし、他のデータを記入して事務局より報告する。

・大阪府福祉部高齢介護室介護支援課よりの支援依頼事前説明の件、正式依頼があれば前向きに検討。

（２）その他

・2年未納退会について　通例・常識的な判断での取扱いもできるが、明確な規定がないと疑義が出た場合に困るため、この機会に運営規定を見直す方向で対応

　→代表理事・副代表理事で改定案をまとめる。連絡先不明会員の取り扱いもあわせて検討する。対象会員は当面資格継続。

①当該年度の会費は、6月末までに口座から引き落とすのが原則。

②特別な理由がある場合は、別途納入方法（振込等）も可。

③6月末までに納入しなかった場合でも9月末までに納入するのが原則で、遅れた場合は理事会の議決により「会報等の会の情報・通知を停止する」ペナルティを科すこともできる。（原則通り口座引き落としされていたら、未納は生じない。）（従来、ペナルティを科すことなくそのまま資料送付している。）

④1年目未納で、2年度目も9月末までにも未納の場合、「定款第9条の3の(2) 項：正当な理由なく会費を2年以上滞納し、相当の期間を定めて催促してもこれに応じず、理事会において支払い意思がないと認定した者、は資格を喪失する」となっている。

今年度の場合、財務部より1月の理事会にて、4名の方に3月末までに納入の無い場合は「未納退会処置をとる」ことが報告。3月7日付け書面にてその旨を通知したがその後当該会員より会費納入もなく、何らの弁明もなかった。４月1日に代表理事に仮承認を求め（総会案内書等の送付停止）、4月理事会にて正式提案する予定であったが、「定款・運営規定に即した」取り扱いでないため、退会処理は時期尚早と判断。

・平成22年度役員連絡先リスト　→　修正があれば事務局へ連絡を。

・大阪府社会福祉会館へ提出資料「非常災害呼出し、役員名簿」　→　承認。

・リコーテクノシステムズより提案のパソコンのネットワーク管理の件　→　福井理事調査検討。

２．出版広報部

（１）広報誌特別版進捗状況

・目次（別紙参照Ａ4＊1枚）→　内容確認を。

・原稿は揃ったので校正を継続して実施中。全200頁余となる。

・理事や講師の所属は当時。

・納品は連休前後、発送は5月10日頃の予定。

（２）ホームページについて

・校正はほぼ終わった。

・使用可能なホームページサーバーの容量は30～40Ｇあり、写真等の掲載も問題なく行える。

・掲示板はパスワードを使って使用する方式で、容量は1.2Ｇあり。メール数は1000通～2000通OK。

３．財務部

（１）平成21年度決算報告

＊「第5回定例総会議案書」巻末「収支決算書」参考のこと。

・多額の繰越金：当協会前身である「大阪医療社会事業協会」からの寄付金が中心。（約670万円程）今後の管理・取扱いに関しては平成22年度の理事会における検討事項である。

・事業活動支出―事業費―印刷製本費増加：学習会コピー代や広報誌特別版の頁増による。

・事業活動支出―事業費―未払金：初任者研修第4期の2年目分。

・事業活動支出―管理費―消耗品費増：事務所コピー機のトナー代増による。（学習会等の資料コピー）

（２）平成22年度予算案

　　　　＊「第5回定例総会議案書」巻末「収支予算書」参考のこと。

・事業活動支出―事業費：中堅者研修分は計上していない。（Ｈ22年度は中堅者研修開催予定なし）

・事業活動支出―事業費―会議費：会員の交流会補助費も含め計上している。

・事業活動支出―事業費―委託金：ホームページの管理費と、テープ起こし委託金（会員と業者委託の両方で考えている）を計上している。

・事業活動支出―管理費―消耗什器備品費：事務所パソコン及び学習会等で使用するプロジェクター

購入費を計上している。

（３）その他（予算への提案）

・協会の社会貢献の一つとして、現在「非会員は有料」としている「学生オリエンテーション」や　　　　「学習会」の参加費の無料化はどうか？

　→　「資料代」としてや「会員になるメリット」の意味もあるので、今後の検討課題とする。

４．教育部
（１）初任者研修

１）第2期修了者認定

・追加受講分により3名を修了。修了書を事務局で作成。

２）第4期事例検討会

・スーパーバイザーへの依頼済。4月16日に打ち合わせ会実施。

３）第5期準備

・開始時期は例年通り8月後半とし、10月末に一泊研修のため長居YHを予約。

（２）学習会

１）第19回実施報告

・参加者：200名　資料代（運搬費含む）のコストかかるが会員のニーズもあり必要経費とみなす。

２）第20回企画案

・テーマは「療養型病院の動向」で講師は渡鍋宏史氏（内諾済）。6月の平日夜間で日程調整中。

（３）従事者講習会

・国際交流センターの予約受付開始は5月６日（木）9時30分。担当理事に依頼。
５．代表理事より（別紙参照Ａ4＊1枚左側）
（１）会長会・連絡協議会の動き
　　・会長会は5月の長野大会にて開催、藤田代表理事が出席予定。

（２）学生オリエンテーション事業

・7月10日（土）午後に、西成区の大阪市社会福祉研修・情報センターか大阪府社会福祉会館にて開催したい、役員各位の協力を。

（３）日本協会長野大会・都道府県研修担当者会議

・玉田理事に出席頂く。

（４）大阪社会福祉士会より後援依頼

・「医療分野の社会福祉士のあり方」のテーマで「仮依頼」あり（講師は和田監事）

（５）その他

・当協会選出枠による大阪介護支援専門員協会理事の中辻氏より理事会への報告について相談あり。適時報告を頂くこととし、段取りは小林事務局長と打合せて頂くよう依頼。
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